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岡豊キャンパス地域協働学部までの所要時間は次の通りです。

●高知龍馬空港から 車で約40分
 空港連絡バスで約35分「はりまや橋」または、
約40分「JR高知駅」で下車後、バス、路面電車または
JR土讃線へ乗換え

●JR高知駅から 車で約20分
 バスで約25分、「朝倉高知大学前」下車 
路面電車で約30分、「朝倉（高知大学前）」下車すぐ
JR土讃線で約15分、「朝倉駅」下車、徒歩3分

●はりまや橋から 車で約15分
バスで約20分、「朝倉高知大学前」下車
路面電車で約30分、「朝倉（高知大学前）」下車すぐ

●高知インターチェンジから　車で約30分
●伊野インターチェンジから　車で約5分

※出願期間や試験日程等は、必ず募集要項で確認してください。
※第１次募集で定員を満たさない場合、第２次及び第３次募集を行う場合があります。

※出願期間や試験日程等は、必ず募集要項で確認してください。

地域協働学部

地域協働学専攻

総合型選抜Ⅰ

募集要項公表選抜種類

6月5日（月）
公表

出願期間

9月1日（金）～
9月7日（木）

入学手続期間

11月2日（木）～
11月10日（金）

試験日

9月15日（金）  ：第1次選抜
10月14日（土）：第2次選抜

合格者発表日

9月29日（金）：第1次選抜
11月1日（水）：第2次選抜

学校推薦型選抜Ⅰ 6月5日（月）
公表

11月2日（木）～
11月9日（木）

12月4日（月）～
12月11日（月）11月18日（土） 12月1日（金）

一般選抜
（前期日程）

10月下旬
公表予定

1月22日（月）～
2月2日（金）

3月8日（金）～
3月15日（金）2月25日（日）・2月26日（月） 3月7日（木）

一般・社会人
（第１次募集）

募集要項公表選抜種類

6月12日（月）
公表

出願期間

8月22日（火）～
8月24日（木）

入学手続期間

3月6日（水）～
3月8日（金）

試験日

9月23日（土）

合格者発表日

10月6日（金）



　まずは地域に入り、地域を体感する。語らいや協働作業を通じて、信頼関係を築く。

それが協働の土台となります。

　学生がやりたいことを地域でやるのではなく、

地域の未来のために一緒に何ができるかを

考える。

　試行錯誤は覚悟の上です。

協 働 って な に？

理解する。

どうや って 学 ぶ？

立案する。

1 年生

2 年生

協 働 で
な に が できる？

実践する。
　学生と地域が同じ目的を共有し、

対等な立場で協力し、ともに働く。

　その“本気”が、新しい風を吹かせます。

3 年生

4 年 生

あ な た は
ど ん な 人 に な る？そして社会へ

　地域協働を実践する中で得た力は、

あなたが将来どんな方向に針路をとっても

必ず役立つ力となるはずです。

　さあ、本当のスタートはここからです。



03
Faculty of Regional Collaboration

04
Faculty of Regional Collaboration



05
Faculty of Regional Collaboration

06
Faculty of Regional Collaboration



新たな実習のかたち
─ コロナ禍における実習 ─

学生が自ら企画し、実施する

学習成果報告会
　コロナ禍で思うように現場に入れない中でも様々な工夫で地域や組織との

協働を創り上げていった学生たち。そのプロセスを紹介します。
　地域協働学部では、1年次・2年次・3年次の終わりに、それぞれの班が行ってきた

現地実習の成果を発表する「学習成果報告会」を行っています。

議論を重ねる中で、企業の思いが見えてきた！

　私たちは南国にしがわ農園さんとの協働に取り組みました。最初はSNSで

主力商品のグァバ茶日記を発信する企画を立案しましたが、議論を重ねる中で

企業側の本当のニーズがわかり、企画を変更。イベントで配布する試飲商品の

企画と、グァバ茶の健康効果を測る学生モニターを実施しました。実習を通じ

て、企業が追い求める価値や生み出す価値は利益だけではないことを実感。そ

ういった理解が協働に大きく影響することも学びました。

　実習地に入れない1年生に対して、オンライン実習の進化型として

展開されたのが、新たな交流プログラムです。

　学生は12のグループに分かれ、「短期実習パートナー」である企業

のWill・Can・Mustに着目しながら、「SNSを活用した広報活動」を

テーマに3カ月かけて企画を立案。イメージ動画などを作成しました。

成果は、年度末の学習成果報告会の中で、協働パートナーの方々や

上級生も交えたワールドカフェ形式※で発表。さらなるディスカッショ

ンを通じて、新たな気づきや今後の実習に活かせるヒントを得ること

ができました。

　今回の報告会では、新型コロナウイルスの影響が少なからずあった

学びについて、どのように工夫し活動したのかをグループ別にまとめ

た発表とブース展示が行われました。また、新たな試みとしてスポン

サー企業のご支援を募り、パンフレットやグッズ制作、当日の演出等に

活かす試みにもチャレンジしました。

　報告会は、学年を超えた学生同士の学び合いと交流の場でもあり、

学びを与えてくださった協働パートナーに感謝をお伝えする大切な

機会。そして、当日までの準備自体が学びにつながる貴重な場となっ

ています。今年度の学生実行委員会の共同委員長の二人にお話を聞

きました。

地域理解実習の新展開

ヘルスケアアートの実践

それぞれの実習地で
学んだ成果を共有する

　地域に寄り添うって、そんな簡単なこと

じゃない。たくさんの壁があり、地域の人た

ちとの思いのズレがあり、仲間との衝突が

あり、自分の気持ちとの折り合いがあり‥‥。

　その中でコツコツと積み上げた「協働」が

絆を生み、成果をもたらします。一つではな

い答えを探して地域とともに歩んだ軌跡が

ここにあります。

　デザイン研究室でデザイン・アートを学ぶ

学生達は、「LIFE®いのち」 試写会（オーテピ

ア）に参加・鑑賞しました。そして、そこで得た

アイデアやインスピレーションを元に命に関

する作品制作を行い、その作品の発表の場と

して「KISEKI展」を開催する運びとなりました。

　学生達は生命の生れてくる「奇跡」を、宇宙

や愛、輪廻、根源、原像といった壮大で多面性

のあるキーワードと結び付けました。そこから

導き出された作品には、1人1人が儚く尊い命

である私達が一瞬一瞬を踏みしめて生きてき

た「軌跡」が表現されています。

　本展は、ヘルスケアアートの実践として、

アートのもたらす力で多くの人を勇気づけた

いという願いから、企画から準備、展示まです

べてを学生が主体となって行い、高知大学医

学部附属病院や高知県民文化ホール、高知

市内の福祉施設で開催されました。

何でも楽しみ、何でも学びにする
「チキョウ」らしさ全開のイベントに
　地域協働学部の学びにおいて、やはり特徴的なのは実習です。そして実習における学びは、

成果だけでなくその過程の部分がとても重要です。そこで私たちが考えたのは、成果報告会

を結果だけではなく、協働のプロセスの中で大事にしたことや、失敗や壁にぶつかって得た気

づきなども含めてパートナーの地域や企業の皆さんと共有できる場にすることでした。また、

学生の間からは「もっと楽しい場にしたい」という声が多くあり、報告会を「チキョフェス」と名

付け、ワクワク感と主体的に参加するイメージを打ち出しました。

　当日は、1年生の発表は全学年と外部パートナーの方も参加したワールドカフェ形式で、

２～３年生の発表はプレゼン形式で行い、加えて各実習地のブース出展を実施。地域協働学

部に関わる様々な人の多様な視点が交ざりあい、交流や意見交換ができたことで、単なる報

告会を超えた、さらに大きな学びになりました。また、コロナ禍にあったこの数年、外部の方だ

けでなく学年を超えたつながりも希薄になりかけていましたが、今回はそれを払拭し、次年度

以降につなげる再スタートのような機会にもなりました。

報告会の概要 ― 学部1年生の取り組んだ新しい学び ― 

 ― チキョフェス2022

 ― 『KISEKI展』開催

高知県民文化ホールでの展示風景

高知大学医学部附属病院での展示風景映画「LIFE®」の橋本監督を交じえてオンラインプレゼンテーション

※リラックスして少人数で対話する会議形式

01:2～3年生の発表の様子　02:ブース展示　03:よさこい鳴子踊りも披露した　04:ブース出展は投票で
上位チームを表彰

多くの企業から協賛をいただき、

パンフレッ
トやステッカー、

ジャンパーまで制作！

「チキョフェス」をやり切りました！
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協働的学びとは
畷題解決のブロセスには、 霙鵬や失欺がつきものです．それを劇）鑢え地蟻鰭働をやり違げるために必要な

のが、 噂J断力JJ粘り豫さ」9マネジメントカ」です．協働的学びによって、 これらの力を讐いま9

鍵となる2つのサイクル
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社会の現実の中で自ら学び自分の可能性を広げよう

大石遣良四畳四量

亀憾•學霧・増遭學1::違學書

彎えている冒さんは、9昌分の嘱東や會讐

の社会の墓1）方について真鯛1こ考えている

ことと鳳いまT.

これからの置界は崎代の賽化が嶋戴にlllくなり、匹性がいっそう

●していくと囀えられていまT.そのようと饂界で畠分がどのように生言

ていくかどのような社会を肇いていくべきかについて＊えることは壽霧
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"'--螂..tn,,..,..,.,,,.,, ._........,r, 贔.,●● 11111 



地域協働研究 Ⅰ 地域協働研究 Ⅱ 地域協働研究 Ⅲ
地域協働実践・卒業研究

成長へのステップ
段階的プログラムで、自律的な成長を促す

　講義で基礎となる知識・技法を学び、その知識をもって地域

に実習に入ります。実習で取り組んだ結果は、演習で分析・整理

し、次のステップにつなげます。この3つの科目群がPDCAサイクル

を描き、高い学習効果を発揮します。

学
習
成
果
報
告
会

卒
業
研
究
報
告
会

1年生
地域理解力を
身につける

第1学期

課題探求実践セミナー

第2学期

　高知の町や村で何が起こってい
るのか。地域の人たちは何を考え、
どのように行動しているのかを
サービス・ラーニングを通じて知り、
地域に向き合う作法を身につける。

地域理解実習

共通教育

総合科目

専門教育

現場で実践する

実習と講義を統合する

知識を身につける

　地域の活動の手伝いや
ヒアリングを通じて、地域
の特性や課題を理解する。
「地域理解力」の基礎を固
める。

学
習
成
果
報
告
会

2年生
企画立案力を
身につける

第1学期

地域協働企画立案実習

第2学期

　地域課題・地域資源の発
掘・分類・整理を行い、地域
資源を活用して課題解決を
図るための企画立案（商品
開発・プロジェクト等）を行う。
「地域理解力」に加え、「企画
立案力」の基礎を固める。

地域協働事業
計画実習

　地域資源を活用した商品
化やプロジェクト・事業を実
践する。商品開発・プロジェ
クト・イベント等の事業計画
の立案と試行を通じて、「企
画立案力」を発展させる。

学
習
成
果
報
告
会

3年生
協働実践力を
身につける

第1学期 第2学期

地域協働
マネジメント実習Ⅱ
　実践とその評価結果を地域
住民と一緒に共有し、改善案を
検討するワークショップを学生
が主体となって計画・実施し、
取りまとめを行う。ファシリテー
ション力や合意形成力を育成し、
地域を巻き込み活動を進める
「協働実践力」を身につける。

地域協働
マネジメント実習Ⅰ
　「地域協働事業計画実習」
において策定した事業計画
を実践し、その結果について
点検・評価を行い、改善に向
けた評価案の策定と自己評
価を行う。やり抜く力とリー
ダーシップを育て、「協働実
践力」の基礎を固める。

4年生

地域協働
マネジメント力
の統合・深化

社会へ

通年

地域協働実践・卒業研究
　3年生までに実践した実習と学びを踏まえ、地域協働型
プロジェクトの企画立案を行い、それを実践する。プロジェ
クトでは、協働パートナーを自ら見つけ、地域の特性を理
解した上で、地域が有するさまざまな資源を活用するため
の協働の組織化を行う。
　卒業研究では、地域協働実践を通じて獲得された個人
の知識を理論化し、各地域における地域再生・発展のため
のエッセンスを明らかにする。

研
究
科
目

実
習
科
目

講
義
科
目

地域協働論　
生涯学習概論Ⅰ
地域産業経済論　
地域社会学概論
社会調査論
社会調査方法論
社会調査データ分析

統計解析の基礎
質的調査法
企画立案事業計画基礎演習
地域協働チャレンジ演習Ⅰ、Ⅱ
ファシリテーション演習または
チームビルディング演習

多変量解析　プロジェクトマネジメント演習　社会調査実践演習
サービスデザイン基礎演習または非営利組織経営基礎演習

初年次科目　教養科目
地域計画論　行財政論　地域資源管理論　経営組織論　非営利組織 マネジメント   論　社会教育経営概論　会計学概論　生涯学習支援論
行政実務講座　金融・税務実務講座　海外特別演習　外国語特別演習　地域協働マ  ネジメント特別講義　組織学習論　

地域協働マネジメント分野

フードビジネス論　六次産業化論　地域産業政策論　農業振興論　経営学　　国際  ビジネス展開論　地域産業連関論　中心市街地活性化論　里山管理論
産学官民連携論　アントレプレナーシップ論　コンテンツマーケティング論　デザイン  論Ⅰ（基礎）　デザイン論Ⅱ（応用）　地域産業特別講義　

地域産業分野

地域福祉論　生涯学習概論Ⅱ　地域健康スポーツ振興論　スポーツ社会学　環境社会学　コミュニティデザイン論　ソーシャルキャピタル論
地域防災論　比較地域社会論　非営利組織論　環境文化論　労働・生活とジェンダー　地域生活特別講義

地域生活分野

共通テーマ　地域課題の分析を通じた地域社会の理解

▶三層の科目群

▶実習を柱とするカリキュラム

実習

講義

研究

共通テーマ　地域協働における企画立案の手法と意義 共通テーマ　実践に求められる協働の理論

※本カリキュラムは令和５年度時点の内容です。令和６年度に、カリキュラムの一部変更を予定しています。
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入学者選抜の考え方 入試情報

入試の基本的な考え方 　地域協働学部では、意欲、関心、適性、技能、表現を重視した入学者選抜を行います。専門の教育課程に

おいては、実習とゼミナールを重視したカリキュラムを用意しています。このような教育課程で学ぶには、入

学時に一定の集団的行動・集団的学習や学外の「おとな社会」とのコミュニケーションに適合する資質を持っていることが必要です。そのため、総合

型選抜 Ⅰ 、学校推薦型選抜Ⅰ、一般選抜（前期日程）のすべてに「面接」、「小論文」または「作文」を課し、人物重視の選抜方法を採っています。

アドミッション・ポリシー 　地域協働学部は、地域理解力、企画立案力、協働実践力という３つの知識・能力を統合した「地域協

働マネジメント力」を有し、多様で複雑な地域の課題を発見・分析・統合し、産業の分野や領域の壁を越え

て人や組織などの協働を創出でき、卒業後即戦力として活躍できる「地域協働型産業人材 （６次産業化人、地域協働リーダー） 」を養成します。

本学部では、このような人材養成の基盤となる、以下の能力・態度を備える者を求めます。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性

入学までの過程で理系・文

系を問わず幅広い教科を

積極的に学び、地域協働に

関連する専門的知識を修

得するために必要となる幅

広い分野の基礎知識とし

て、高等学校卒業程度の教

科学習に関する知識があ

り理解している。

● 論理的思考力と理性的判断力を持って

物事に取り組むことができる。

自らの行動や体験について深く見つめ

直し、客観的に分析することができる。

自分の表現を客観的に見つめ、他者に

伝わる表現を心がけており、口頭と文

章の両面にわたって充分な表現力を

持っている。

豊かな教養に裏打ちされた能力で、課

題の発見・探求とその解決にあたるこ

とができる。

●

●

●

●

学生同士の協働を基礎とし

て、チームとして考え、行動し、

課題の解決にあたることが

できる。

さまざまな行動体験がある。

地域や日本社会に生起する

問題の解決に挑戦する行動

力を有する。

●

●

●

関心・意欲

さまざまな問題領域の知識や技術

に対して関心がある。

地域や日本社会に生起する問題に

関心がある。

地域社会に存在する諸課題とその

実践的解決、特に地域産業の振興

に関心があり、積極的に地域社会

の人々と協働する意欲がある。

さまざまな行動体験を自らのキャリ

ア形成や地域社会の人々の協働に

活かす意欲がある。

●

●

●

●

総合型選抜 Ⅰ の2段階選抜 　総合型選抜 Ⅰ では、2段階選抜を行います。第1次選抜では、「講義理解力試験」と「ゼミナール活動適

性試験」で評価します。「講義理解力試験」では、当学科の教員による講義を行い、その理解力を確認す

るための試験を行い、「思考力・判断力・表現力」を評価します。「ゼミナール活動適性試験」では、簡単なグループ活動を行ってもらい、それに続けて、グ

ループ活動の振り返り演習を実施します。振り返り演習では、議論もしくは行動の結果と、グループ活動のプロセスでのチームのあり方について考えて

もらいます。採点は、チームとしての成果を向上させる資質という視点から、グループ活動とその後の振り返り演習の両方での受験者の「ふるまい」（発

言、傾聴、行為など）について試験者が観察し、行います。

　第1次選抜の合格者は総合型選抜 Ⅰ 募集人員の2倍程度とします。第2次選抜では「口頭試問を含む面接」を課します。この試験では、個人課題の成果

発表、発表への質疑応答、志望理由に関する掘り下げを行い、受験者の「思考力・判断力・表現力」、「主体性・多様性・協働性」、「関心・意欲」を中心に評

価します。

学校推薦型選抜Ⅰのグループ活動
および振り返り演習

　学校推薦型選抜 Ⅰ では、「グループ活動および振り返り演習適性試験」、「作文」、

「面接」を課します。

　 「グループ活動および振り返り演習適性試験」では、ごく簡単なグループ活動を行っ

てもらい、それに続けて、グループ活動の振り返り演習を実施します。振り返り演習では、議論もしくは行動の結果と、グループ活動のプロセスでの

チームのあり方について考えてもらいます。「面接」は個人面接で行い、「教科外活動」「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」の4つの重点

評価項目について、複数の採点者が評価します。調査書、志願理由書は面接の資料とします。

一般選抜（前期日程）への
面接等の導入

　一般選抜（前期日程）では、大学入学共通テストによって基礎学力を評価する他、本学の独自試験として

「小論文」と「面接」を課します。「小論文」では地域社会の問題に関する課題文を読んだ上で、その論旨や

受験者の見解を論述してもらい、「思考・判断」を評価します。「面接」では、簡単なグループワーク（討論や

プレゼンなどの共同作業など）を行ってもらうことを含むグループ面接を行い、「関心・意欲・態度」および「技能・表現」について判定します。グループ

面接内では、各受験者毎に志願理由や高校までの経験等に関する質疑も行い、対話能力や本学部の教育に対する意欲・適性についても評価します。

なお、出願書類として志願理由書（受験者の経験に関する振り返りおよび本学部での学習に関する抱負を記入して頂くもの）を提出して頂き、面接の

参考にします。

総合型選抜 Ⅰ　募集人員：15名

募集人員60名地域協働学部の選抜・評価方法

■選抜の方法　 大学入学共通テストを課さず、本学独自の2段階選抜による試験（第1次選抜300点、第2次選抜200点）で判定します。
 第1次選抜の合格者は総合型選抜 Ⅰ 募集人員の2倍程度とします。

■重点評価項目　 「関心・意欲」に重点を置いて「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」「知識・技能」も評価します。

本学独自の第2次選抜（合計200点）本学独自の第1次選抜（合計300点）

第1次選抜の成績（計300点）及び第2次選抜の成績（計200点）の総合評価（合計500点）で最終合格者を選抜します。

講義理解力試験（200点）

　約90分の講義を聴いてもらい、それを前提とした
小論文形式等の筆記試験を行い、主に「思考・判断」
を評価します。

ゼミナール活動適性試験（100点）

　グループディスカッション（指定テーマに基づくグ
ループ討議、振り返り演習）を行ってもらい、「技能・
表現」の特にコミュニケーション力を評価します。

口頭試問を含む面接（200点）

　口頭試問を含む面接では、個人面接により、個人
課題の成果発表（5分程度）、発表への質疑応答及び
志望理由に関する掘り下げ（15分程度）を行います。

一般選抜（前期日程）　募集人員：35名

■選抜の方法　大学入学共通テスト（500点）と本学独自の試験（500点）の合計1000点で判定します。
■重点評価項目　｢知識・技能」に重点を置いて「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」「関心・意欲」も評価します。

学校推薦型選抜 Ⅰ　募集人員：10名

■選抜の方法　 大学入学共通テストを課さず、本学独自の試験（400点）で判定します。
※出願資格として高等学校等を令和6年3月卒業（修了）見込みの者で、学校長の推薦（評定平均値4.0以上、各校1名）を求めます。

■重点評価項目　 「主体性・多様性・協働性」に重点を置いて、「思考力・判断力・表現力」「知識・技能」「関心・意欲」も評価します。

本学独自の試験（合計400点）

作文（100点）グループ活動および振り返り演習適性試験（200点） 面接（100点）

　グループ活動（共同して所定時間内で行える作業や討
論など）を行ってもらい、グループ活動中の行動特性や
振り返り演習での役割などについて観察し、｢主体性・多
様性・協働性｣の特にコミュニケーション力を評価します。

　グループ活動および振り返り演習適
性試験の内容に関して、文章を書いて
もらい、｢思考力・判断力・表現力」の特
に書き言葉での表現力を評価します。

　面接は、個人面接とし、志願理由書記載の志願理由を掘り下
げ、本学部で学ぶ「関心・意欲」、経験・技術（農業、水産、工業、商
業、芸術・デザイン、スポーツ等）などについて確認すると共に、
本学部の教育カリキュラムへの適性を評価します。

大学入学共通テスト
（合計500点）

本学独自の試験（合計500点）

小論文（200点） 面接（300点）

3教科3科目又は3教科4科目合計500点で実施します。
●国語（200点）、外国語（200点）※は必須です。
●残り1教科は、地歴、公民、数学、理科の4教科から
1科目（基礎を付した理科は2科目）を自由に選択で
きます。（100点）

これによって｢知識・技能｣について評価します。
※「外国語」の教科について「英語」はリスニングを含む。

　「小論文」では地域社会の問
題に関する課題文を読んだ上
で、その論旨や受験者の見解を
論述してもらい、「思考・判断」
を評価します。

　グループ面接（グループ単位で提示されたテーマについて討議やプ
レゼンを行う作業を含む）を実施することで、「関心・意欲・態度」及び
「技能・表現」について判定します。グループ面接内では、各受験者毎に
志願理由や高校までの経験等に関する質疑も行い、対話能力や本学
部の教育に対する意欲・適性についても評価します。
　なお、出願書類として志願理由書（受験者の経験に関する振り返り
および本学部での学習に関する抱負を記入して頂くもの）を提出して
頂き、面接の参考にします。
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